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‘To acknowledge the duty that accompanies every right” 

Affiliated with the International Association of Y’s Men’s Clubs 

 

 

 

 

C/O OSAKA YMCA 

    1-5-6 TOSABORI、NISHIKU、 

 OSAKA、JAPAN 

201８年１2 月 No.439 
 Chartered July 20，1982 

主 題 Y’s THEME (2016～2017)  クラブ役員  Officers 

センテニアルクラブ会長 ：『吾只足知』  

国際会長    ：『私たちは変えられる』 

アジア地域会長 ：『アクション！』 

西日本区理事   ：『未来に残すべきものを守り育てる』 

中西部部長    ：『次代につなぐ夢と希望』 

 会 長 

副会長 

書 記 

ドライバー 

会 計 

メネット会長 
YMCA 連絡職員 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

三浦 直之 

中村 茂高 

大村  肇 

松浦 孝次 

岡本 剛介 

山中 ちあき 

船戸 輝久 

Biblical Message of December December Club Meeting 

『EMC-E』  

12月第１例会（西クラブと合同例会）  

 

  

日 時：2018年1２月19日（水）18:30～20:30 

場 所：梅田オールウェイズ 

    http://www.always-live.info/access.html 

司 会： 何 早林 君  

1． 開会            三浦 直之 会長 

2． ワイズソング        一同 

3． 聖句朗読          中村 茂高 君 

4． ゲスト・ビジター紹介    三浦・柿島両会長 

5． 強調月間          何 早林 君 

6． 晩餐（ﾋﾞｭｯﾌｪ形式）     一同 

演奏「バックウッズマウンテニアーズ」 

７．連絡・報告・ニュース    各メンバーから 

８．YMCA の歌         一同 

9. お誕生祝い         一同 

10. 閉会            柿島 裕 会長 

 

会費：5,000 円（会場でいただきます） 

お誕生日：岡本、中村隆、何の各メン 

     11 月 山中メネット  

※プレゼントは三浦メンにご用意していただきます。    

例会担当：1 班：大村、角地、芝田、船戸、山田、山中の各メン 

 

11 月第 2 例会  
日時：2018 年 1２月 26 日(水)18:30～20:30     

場所：土佐堀YMCA会館４階 

                      

【クラブ統計 Statistics 】  

１1 月 種 別 第１例会 第２例会 BF ポイント ニコニコ献金 

在籍会員   18 名 

例会出席    1１名 

うちメーキャップ 

０名 

出 席 率      6１.１% 

メ ン 

メネット 

ビジター 

ゲ ス ト

合 計 

1０名 

3 名 

１名 

１名 

1５名 

４名 

0 名 

0 名 

０名 

４名 

11 月           0g 

現  金        0 円 

累  計 

切  手       204g 

現  金         0 円 

11 月      9,400 円 

    ｵｰｸｼｮﾝ  6,000円           

累 計：   175,935 円 

    ｵｰｸｼｮﾝ：35,100 円 

「だから、明日のことまで思い悩むな。明日のことは明日

自らが思い悩む。その日の苦労は、その日だけで十分であ

る」 

      （マタイによる福音書 6 章 34 節） 

                

            堺の街、ぶらり探訪  

                     三浦 直之 

大阪の天王寺から出ている南海・上町線の路面電車で堺市 

御陵前という駅で下車し、歩いて 5 分ほどのところに、“南

宗寺”という寺があります。1557 年、戦国武将の三好長慶

が創建しました。三好一族の統治下、堺は大変繁栄をしまし

た。南宗寺は堺出身で茶人の千利休とも関係が深く、利休好

みの茶室“実相庵”、“手水鉢”、“椿の井戸”等があります。

又、千利休一門（表千家、裏千家、武者小路千家）の供養塔

があります。奥には枯山水の石庭があり、美しい波紋を眺め

ていると心が落ち着きます。寺を出て、少し歩くと “利晶

の杜”と言う、利休や茶の湯、歌人の与謝野晶子に関する展

示館があります。与謝野晶子は堺出身で「みだれ髪」などの

歌集で知られ、本の装丁が大変魅力的です。堺は観光ボラン

ティアの方がたくさんおられ、歴史や文化を親切丁寧に説明

してもらえ多いに勉強になります。 

堺の街を探訪した後は、又 昭和の雰囲気の残る路面電車

でのんびりと帰りましょう。 
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と き：2018 年 11 月 21 日（水）18:30～20:30 

ところ：ホテルグランヴィア大阪 

 

この時期としてはあたたかいなか、メン、メネット 13 名、

ゲスト・ビジター2 名、コメット 1 名、総勢 16 名が集まり、

例会を開催しました。 

楽しい晩餐の後、今日のメインテーマとして、大阪 YMCA

学院日本語学科校長の鈴木えみさんの卓話で“日本語教育業

界ナウ”として海外からの留学生を対象とした日本語教育の

現在のお話をしていただきました。近年海外からの留学生 

特にアジアの学生を多数受け入れ教育されている様子をパワ

ーポイント、及び資料で説明されますます隆盛であることが

良く理解できました。留学生たちは近い将来の就職、仕事に

直接関係してくるので、大変熱心に学習していることが理解

できました。働き手不足が大きな問題となっている日本にと

って、大きな力となってもらえることは大変ありがたいこと

です。その意義のある教育に取り組んでいる YMCA の事業

は多いに評価されるものであり、留学生の様子について理解

が進みました。 

 続いて工藤義正メン（土佐堀クラブ）より、クリスマス献

金のアピールがありました。今年も早いもので、後一月を残

すところとなり、次月クリスマス例会に思いを馳せつつ閉会

点鐘で終了いたしました。        （三浦 直之） 

                 

 

                  

      

 

 

【今月の聖句】 

さまざまなことで思い悩む私たち。イエスは、そんな私たち

に今日を生きることの大切さを説いています。今日という日

の延長線上に未来がある、その積み重ねが将来の最善の備え

となる、そしてそれが盤石のものとなるという教えです。 

この聖句は、困ったとき、苦しいときにとても私たちに安

らぎと希望を与えてくれます。            

（聖句選/コメント 中村 茂高） 

11 月第１例会 

∈∋∈∋ Club Activities November 2018) ∈∋∈ 

 

On November 21st, our club’s dinner meeting was held at 

Hotel Granvia Osaka with a total of 16 Y’s men, 

Y’ menettes, Y’sling and guests in attendance. 

The highlight of the meeting was a presentation made by 

Miss Emi Suzuki, the principal of Osaka YMCA Japanese  

school. She gave a speech about the current situations of the 

Japanese-language education for the student from foreign 

countries, with the title called "Japanese-language 

education industry now". The school accepts a lot of Asian 

students in particular in recent years.  

She explained the situation with using PowerPoint slides 

and the handouts and that helped us understand it well. 

Since the school provides the learning related to students’ 

future job, they learn very eagerly. Three will the big power 

for Japan where lack in the number of workers is considered 

to be a big problem. The contribution of YMCA working on 

the significant education should be greatly appreciated. We 

were also informed about the situation of the student 

studying abroad. 

Next, there was an appeal of the Christmas contribution 

from Yoshimasa Kudo Men (Tosa-bori club). This year is 

leaving and Next year is coming soon. With our 

expectation for the next month Christmas regular meeting 

elevated, this meeting was ended by the closing bell.    

                 BY AKANE HANAMOTO 

 

               

大阪クラブ 90 周年記念例会参加報告 

三浦直之 

11 月 10 日（土）12：00～15：30、大阪 YMCA 2F 

ホールにおいて大阪クラブ 90 周年記念例会が開催されまし

た。中西部をはじめ他部からの出席者も併せて、約 150 名

の盛会で、さすが日本で最も歴史のある 大阪クラブだと感

じました。開会式典 遠藤理事挨拶他のあと、第 2 部 ソプ

ラノ歌手のオペラ歌曲他を楽しみました。 

続いて 第 3 部 懇親会で 食事と、大阪クラブの歴史映像

の解説がありました。第 4 部の講演では、京都大学宇宙物理

学教室の佐々木貴教先生による、宇宙の話 第 2 の地球を探

すと題して、壮大な宇宙のお話をお聞きしました。この世の

はてに、何らかの生物が生きているのではないかと想像をめ

ぐらすのも爽快なことでした。宇宙ビジネスも現実味を帯び

てきているのだと思いました。 

最後に中西部全員で記念写真を撮り、会場を後にしました。

大阪クラブの皆様、大変ありがとうございました。センテニ

アルからの参加者は、大村、芝田、松浦、山田、山中、三浦

でした。 

 



3 

まだ暑さが続く９月最後の週‐ポルトガルがかっての宗

主国であった国々:ブラジル、モザンビーク、アンゴラから

の代表＝写真＝の授業を担当しました。来日のテーマは、

Enhancement of Solid Waste Management Capacity

です。授業の使用言語はポルトガル語で、英語の授業でな

いのですが、使用するテキストが私の英文のテキストがベ

ースのため、私が担当しました。しかし、白板に英語で説

明をすると、全員、理解してくれて、授業の半分は、英語

で行いました。しかし、デリケートな問題となると、ポル

トガル語通訳の大塚さんの登場がどうしても必要でした。 

三つの国のうち、ブラジルの研修生には、何度も対面し

ています。最近のブラジル経済の低迷は長引く兆しがあり、

トラック運送業者のストライキなどが多発しており、彼女

らに言わせると、自分の国でありながら、うんざりする、

とぼやいていました。モザンビーク、アンゴラともアフリ

カ大陸にあり、国土は日本の 2/3 倍、人口は、いずれも３

千万弱です。いずれも農業国ですが、最近中国製品が市場

に多く出回り、同国からの投資が増えている、との報告で、

必ずしも歓迎ムードでないようです。 

JICA の授業の参加者は、各国政府が選ぶため、どうして

も男性中心になります。今回はなんと、モザンビークの男

性一人を除き、全員女性でした。通訳も優秀な日本女性の

担当。充実した授業となり２時間が、あっという間に過ぎ

ました。 

世界はグローバル化、一体化の方向にあり、この流れを

参加者全員共有しましたが、米国トランプ政権の誕生とと

もに、世界の流れが変化し、保護主義的傾向を強め、ポピ

ュリズムが蔓延しています。みなさん、同意見でした。 

 と き：11 月 28 日（水）18:30～20:00 

ところ：大阪 YMCA 会館４F 

出席者：石津、大村、芝田、三浦 

〈クラブ活動〉 

 ・中西部合同新年会 1/19（土）12:00～15:00 

  大阪 YMCA 会館 2F ホール 会費 6 千円 

 ・DBC の推進 熊本五福クラブ（亀浦、井上さん）と推

進中 

 ・ファミリーコンサートの準備 なかのしまクラブと共催 

〈ワイズ活動〉 

 ・2/9（土）11:30 中西部メネットアワー交流会 

  大阪木材仲買会館 会費 1 千円 

〈その他〉 

 ・ブリテンの印刷の件 

  2019 年 1 月以降、YMCA で印刷。中西部（部長、キ

ャビネット、各会長、主査）には、12 月からメール配

信。会長から各メンバーに配信。 

   （第２例会議事録より抜粋）  

☆第 308 回早天祈祷会☆ 

日時…2018年 12 月 21 日（金）7：30～8：30 

証し…李 在昡さん（大韓イエス教長老会牧師・大阪 YMCA

国際専門学校 日本語学科 学生） 

場所…大阪 YMCA 会館 10 階チャペル 

☆大阪 YMCA クリスマス献金にご協力をお願いします！ 

 ＊個別支援プログラム支援金…地域における課題解決（地

域支え合い・交流、世代間交流、児童養護施設招待キャンプ、

子育て支援など）のプログラム 

 ※各 YMCA の取組は、別紙ご参照ください。 

＊国際奨学金支援金…海外からのユースの勉学支援 

＊国際協力募金…日本YMCA同盟が行う国際支援活動（災

害､紛争、貧困等の解決） 

＊国際協力活動支援金…グローバル社会に平和を創りだす

アジアのユース育成 

＊青少年育成活動支援金…チェンジメーカーとして社会課

題解決に参画する青少年育成。201９年 1 月 31 日まで 

【お問合せ】お近くの YMCA またはクリスマス献金事務

局（TEL: 06-6441-0894） 

☆大阪 YMCA 『２０１9 年度年間聖句・年間讃美歌』募集 

 年間聖句・讃美歌は、大阪ＹＭＣＡにおける会合に提示さ

れ、多くの機会に唱えられます。多くの方々からの応募を心

よりお待ちしております。 

応募内容：YMCA に集う方々にとって親しみを感じる年間聖

句・年間讃美歌 

応募締切り：２０１9 年１月１１日（金） 

応募方法：応募用紙をホームページよりダウンロードの上、

下記までお申し出ください。(12 月より掲載いたします) 

ＨＰアドレス http://www.osakaymca.or.jp/ 

応募先 大阪ＹＭＣＡ本部事務局担当：貝・前田 

                     船戸 輝久 

 

   Going Global ：JICA 最近事情-その２７     

                    谷川  寛                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月第 2 例会報告 

（クリスマス例会） 

YMCA ニュース 

（クリスマス例会） 

http://www.osakaymca.or.jp/
http://www.osakaymca.or.jp/
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 ニコニコ・メッセージ 

【Messages from the Club Members 】 

 

 

         後  記 

街はクリスマス 1 色に塗り替えられ、クリスマスソング

が流れる 12 月になりました。イエス・キリストの生誕を

祝うクリスマス。偉大な聖人が生まれた場所が、貧しく小

さな家畜小屋だったというのは、なんとも感慨深いものが

あります。 

私たちに人生の生きる意味や価値について、問われてい

るような気がします。 

1 年は早いものです。 

皆さん、よいお年をお迎えください！ 

Shige 

 

 

 

 

大阪 YMCA 表コミ・茶会報告 

 

 

 

 

≪ゲスト・ビジターからのメッセ－ジ≫      

○最新の日本語教育のお話を聞けてよかったです。 

（土佐堀クラブ 工藤 義正） 

≪会員、メネットからのメッセ－ジ≫ 

〇大阪 YMCA 日本語学校について良く理解出来ました。 

（大村 肇） 

〇今後、日本国内での外国人労働者が増える中、その外国人の

方々を日本で共に暮らすために、大変重要な教育機関であると

感じました。               （岡本 剛介） 

〇本日は、人数は少なかったのですが、新年会のお弁当の試食

があって楽しかったです。          （坂本 千春） 

〇主人の代わりに娘と 2 人で出席しました。いっちょまえに

パパの分のお食事も頂き、楽しまさせていただきました。 

（中井 祥子・みも咲） 

〇日本語学校のお話、興味深く聞かせて頂きました。土佐堀４

階の I HS で働いていたので、７階の日本語学科の様子が思い

出されて、なつかしい気持ちでした。I HS の海外からの生徒

もたくさんお世話になり、日本語学科の教育レベルの高さに驚

くとともに深く感謝しておりました。     （花本 茜） 

〇鈴木さんを迎え、日本語学校の最新事情をわかりやすく伝え

て下さり感謝です！多文化社会をどう築くかが世界中で大き

な課題となっています。YMCA とワイズが協働して身近な社

会の中で日本人も外国人も同様に豊かに共生できる日本社会

をつくっていきたいですね！         （船戸 輝久） 

〇久しぶりに例会に出席しました。皆さんにお会い出来て楽し

かったです。                （何 早林） 

〇鈴木えみさんから、日本語学校の実情をご紹介いただき、参

考になりました。大阪 YMCA の奮闘が大きな力になっている

ことを知りました。             （松浦 孝次） 

〇久しぶりに例会に出席し、皆さんにお会い出来、嬉しいでし

た。                    （松浦 和子） 

〇大阪ＹＭCA 鈴木えみ様、留学生の日本語教育の最新のお話

ありがとうございました。グローバル化の進展を多いに感じま

した。                   （三浦 直之） 

〇日本語学校の話、初めて聴きました。問題点もあり、将来へ

の希望もあり、子供二人がニューヨークで、小学校、中学校の

現地校、日本語学校の二本立てを経験し、大変だったのを思い

出しました。               （山中 秀男） 

 

 

 

11 月 12 日（月）13：50～15：40 大阪 YMCA 403

教室でお茶会を実施いたしました。参加したのは表現コミ

ュニケーション学科 3 年生 32 名でした。生徒は 5 つのグ

ループに分れて授業を受けました。挨拶に続き、最初 山

中秀男メン＝写真下＝のレジメとともに、お茶に関しての

“講義”がありました。茶の湯を大成した千利休について、

お茶の歴史、茶道の基本的な精神、茶の湯の効用などにつ

いて詳しく説明がありました。 

続いて、中村幸枝メネット＝写真上＝のお点前の実技指

導を行い、生徒さんは興味深く実技指導を見ていました。

次に参加者全員でお茶の実習・体験を行いました。最初の

一杯はこちらで立てたお茶で、お茶菓子をいただいてから、

抹茶をいただきました。簡単な方法ではありましたが、そ

の雰囲気や概略はわかってもらえたのではないでしょう

か。2 杯目からは自分たちで抹茶を茶さじで入れ、お湯を

注いで、茶筅でお茶をたてていただきました。センテニア

ルからの参加者は、山中メン、山中メネット、中村メネッ

ト、大村メン、三浦、YMCA 表現コミュニケーション学

科からは 山辺總子さん、小林正裕さんでした。  

（三浦 直之） 

 


